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本町には国鉄片町線と近鉄京都線の 2本の鉄道が走っていますが、

町南部において 2本は接近 し平行しています。その挟まれた部分で、

田辺町から精華町にかけて、新しく近鉄の車庫が計画されました。

車庫予定地には、宮の下遺跡と桑町遺跡 ・山路遺跡が知られており 、

今匝田辺町が試掘調査を行ったのが、宮の下遺跡 と桑町遺跡の一部で

す。

調査の結果、宮の下遺跡から南山城で初の弥生時代前期の遺構か、

さらに木津川の水運に関係した港の一部か と思われる遺構等もみつか

り、多くの成果を上けることができ 、次年度以降も 引き続き調査を行

う予定です。

最後になりま したか、 ご協力いただいた近畿日本鉄道株式会社の方

がたをはじめ調査に従事された皆さま 、 ご指導 • こ協力賜りました関

係機関 • 関係各位に対 し、心よりお礼申 しあげます。

昭和62年 3月

田辺町教育委員会

教育長 吉山勝 平
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例 戸

1 . 本書は、田辺町教育委員会が行った近畿日本鉄道京都線新車庫建設予定地内（田

辺町側）に所在する宮の下遺跡 ・桑町遺跡の試掘調杏概要の報告である。

2. 現地調査は昭相61年 7月31日に開始し12月29日に終了した。

3. 調査の組織は次のとおりである。

調 査主 体••••••田辺町教育委員会 教育長吉山勝平

調査担当者・ ・ …•田辺町教育委員会社会教育課 鷹野一太郎

調 査 指導……京都府教育委員会 ・京都府立山城郷土資料館

調葺事務局・・…•田辺町教育委員会社会教育課 （課長 加藤晴男）

調査参加者……南 旨光 ・ 岩崎信 ・ 青代 智 • 岡山努 ・北村太 ・堀井真樹 ・

吉田慎太郎 ・松岡茂樹 ・原クニ江 ・西岡千春 ・博田久美子 ・市川一

美 ・林恵子 ・森節千

4. 調査に際しては、奥村清一郎（京都府教育庁文化財保護課）、高橋美久ニ ・橋本

清一 （京都府立山城郷 七資料館）、秋山浩-=-(向日市教育委員会）、水山春男（田

辺町文化財保護委員） の各氏から有益な指導 ・助言をいただいたほか、村川俊明

（精華町教育委員会）氏か らは終始助言 ・協力を受けた。

5. 本書の執筆 ・編集は鷹野か行った。



1 はじめに

近畿日本鉄道株式会社では、田辺町大字三山木から精華町大字菱田にかけての近鉄線と片町

線との間に新しく車庫を建設することを計画され、昭和58年 3月田辺町教育委員会に対し埋蔵

文化財に関する問い合わせがあった。当委員会では、田辺町側の当該地内に 2ケ所の包蔵地か

存在すること、 条里制による区画か残っていることなどにより、文化財保護法に基づく手続き

が必要である旨回答した。

その後、当委員会では京都府教育委員会と協議を進めなから、事業者と協議を重ねた結果、

田辺側について当委員会が主体となり試掘調査を行うことで合意に逹した。また、精華町側に

係る包蔵地については、精華町教育委員会が主体となって試掘調両を行うことになった。

現地調査は昭和61年 7月31日に開始し、 12月29日まで行い、昭和62年 3月に埋戻し作業を行っ

た。調査に従事された諸氏、こ指導 • こ助言下さった皆さま、その他多くの方がたの協力によっ

て、 今回の調査が行われたことをここに記して感謝の気持ちとしたい。

なお、凋森の結果、宮の下遺跡については昭和62年度以降も引き続き発掘調査を行うことに

なった。

調査地位置図 (S=1 : 10,000) 



2 調査経過

調査地は、京都府綴喜郡田辺町大字三山木小字上切山から大字宮津小字灰崎・池ノ内にわた

り、西は片町線、東は近鉄京都線、北は遠藤川、南は町境までの東西約65m、南北約720mの

範囲である。調査前は、水田・畑として耕作されていた場所で、全体的に西から東に向け傾斜

が下がり、南北でみると、北から南に下がっていくが、遠藤川から500m付近をすぎると再び

上がっていく。水田面の標高は、北で30.6m、低い所で26.2m、南で27.7mである。

調査はまず、第VI座標系にのせた30m方眼の地区割から着手 し、あわせて人力による層位確

認のトレンチ掘りを行った。南側から順次北に移動することとし、桑町遺跡については重機に

よる掘削を行ったか、顕著な遺構・遺物の発見はなく、宮の下遺跡の調査にかかった。宮の下

遺跡では、弥生時代の溝・方形周溝墓等が発見された。また、両遺跡に挟まれた地域において

もトレンチを入れ調査を行ったところ、弥生時代前期の土堀、奈良時代後半の柱掘方・溝等が

発見され、地形からみてその部分を宮の下遺跡に含めることとした。

~ 

調査地全景（南から）
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3 桑町遺跡

東西400m、南北250mの遺物 = 

散布地として知られていた。遺跡

の 2/3は精華町に属する。調責

区のほぱ中央に南北 1本、東西 2

本の「＋」形トレンチを入れ調杏

を行った。

拮本的な南北の層位は、 黒色土

（耕作土）・灰黄色系砂質土 ・灰

褐色砂質土 ・褐色枯質土 ・暗褐色

枯土・灰色砂・黒色ヽンルト・青灰

色 ンヽルト・ 青灰色細砂の順で、灰

色砂は北部で現われ、 黒色ヽ ンルト

は北に傾斜が下がり原さも増す。

この黒色ヽンルトは、現在の小字名

か「池ノ内」であるようにかつて

の沼地の底に堆積したものと考え

られる。表土下1.2m~l.8m、

標高24.4m ~25. 6mで黒色シルト

にあたる。

3トレンチ東部で、黒色ヽンルト

の下から木の株が原位僅で発見さ

れ、周囲に直径40cm程の倒木が数

本存在した。かつてこのあたりが

林であったことを示 しているが、

池であった時期とあわせて現在調

杏中である。今後、平野部の調責

においては、自然科学分野を含め

た総合的な調杏か必要となろう。

桑町遺跡（北から）

自然木発見状況（南から）
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トレンチ配置図 (S= 1 : 2500) 

4 宮の下遺跡

東西500m、南北300mの遺物散布地として知られていた。今回、範囲の南側においても遺

構・遺物が発見されたので、その部分まで広がっていると理解しておく。

範囲内では 1,_, 7までのトレンチを設定し、桑町遺跡までの間については、 30mおきに 1,..._, 

2ケ所の小さなトレンチを入れ調査を行った。遺構が発見された部分については、順次拡張あ

るいは新たなトレンチ設定を行った。調査面積は約1,300面である。

層位は地点によって相違がある。 1トレンチでは、上から黒色土（耕作土）・灰色土・灰～

黄色砂・灰色砂質土・青灰色粘性砂質土・灰色粘性砂質土の順でその下の灰褐色砂質土が弥生

期の生活面とみられる。以下は粘土と砂が交互にみられる。灰褐色砂質土まで地表から0.6,-..,

- 4-

0.9mを測る。 2,__, 7トレンチでは、基本的に黒色土・灰色土・黄褐色士・灰褐色砂質土（遺

物包含層）・黄色粘質土の順で以下は自然の流路、撹乱層となる。 NSトレンチでは、黒色土

・灰色土・暗褐色系枯質土の順で暗褐色系粘質土が奈良時代の生活面である。深さは地表から

0. 3m程度である。

調査の結果、弥生時代前期の土堀・溝、弥生時代中期の方形周溝墓、奈良時代後半の掘立柱

建物のものとみられる柱掘方・溝等の遺構が発見され、弥生時代前期～中近世に至るまでの遺

物が出土した。弥生時代中期の方形周溝墓については、 トレンチを拡張し全容を明らかにした

が、奈良時代の遺構群等については、昭和62年度以降において拡張し調査を行うこととしてい

る。

-5-
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宮の下遺跡北部（南から）

宮の下遺跡北部（北から）
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SK04 Q6トレンチ、地

表下0.7mで発見された円形の土

壊。径1.6m、深さO.lmを測る。

埋土は黒色枯質土で、その中に弥

生時代前期の土器片が含まれてい

た。

また、この土堀上面や周辺から

も同時期の土器が出土 し、周囲に

なお多くの遺構の存在が推定され

よう。

SD07 調査区北方 1トレ

ンチ、地表下0.8mで発見された

溝。幅1.4m、深さ0.4mを測る。

埋土は上から黄褐色粘性砂質土 ・

黒灰褐色砂質土 ・暗灰色砂質土の

順で、底面よりやや上から弥生時

代前期の甕が出土 した。溝として

いるが、 立ち上がりが明確でなく、

自然の流路の可能性も否定できな

し‘。

SXOl 14トレンチ、地

表下0.5~0.8mで発見された方

形周溝募。周溝の東辺・南辺及ぴ

西辺の一部を検出したか、他は撹

乱等のため不明。主体部について

も、すでに削平されていた。規模

は一辺約 8mを測る。溝は場所に

より幅、深さとも異なる。周溝東

辺より、弥生時代中期（第 Il様式）

の壺の上半部が出土した。

Q6トレンチ（手前SK04) (北から）

S007 (西から）

I 4トレンチ（北から）

- 7 -



06トレンチ 北から

SB12 N5トレンチ、地

表下0.3rnで柱掘方 3ケ所を発見、

東西 l間分、南北 1間分を確認。

一辺0.6~0.8rnの方形掘方に径

25cm程度の柱をもつ。柱間は東西

か2.1Ill、南北で4.5rnを測るが、

南北が通常の柱間より広く、この

間にさらに柱があったものかなど

不明な点が多い。柱穴・掘方内よ

り奈良時代の土器が出土した。

SD03 06トレンチ、地

表下0.5mで発見 された南北溝。

S B12と方向をあわせたとみられ

はほ正南北方向に走る。新旧 2時

期認められ、新しい時期のもので

幅0.7m、深さ 0.25mを測る。古

い時期のものは幅は不明であるか、

深さ 0.4m程度であったとみられ、

埋土は砂層である。大水等により

埋まった可能性がある。

SDlO N6トレンチ、地

表下0.6mで発見さ れた大溝。北

東から南西方向に走り、幅約 6m、

深さ0.5mを測る。埋土は黒色砂

質土、黒色シルト層であり 、底面 ・

壁面ともにはっきり しない。護岸

設備等の施設はみつかっていない。

上層から縄たたきの瓦片が出土 し

ている。 SD03・SB 12との関係

は不明である。

N6トレンチ 南から

8
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弥生土器（前期の土器）

出上遺物 各 トレンチ ・遺構から

整理箱につめて10箱の遺物が出土した。

これらには、弥生土器 ・土師器 ・須恵

器 ・製塩土器 ・瓦 ・瓦器 ・陶器 ・磁器 ・

土製品 ・石製品 ・鉄製品 ・木片などが

あり 、弥生土器と奈良時代の遺物か特

徴とされよう。

弥生土器には、SK04とその周辺出

士の前期後半のもの、方形周溝墓の周

溝出土の中期 (Il様式）の壷、自然の

流路かとみられる SD09出土の後期の

ものかある。ほは弥生時代を通じての

土器かみられ、この遺跡の性格の一端

を物語っている。 SX01 弥生土器出土状況 （北から）

―-9 



~ 

SXOl出土弥生土器

= 三 -

● . ..  

鼻

~ 
奈良時代の土器類

S009出士弥生土器

奈良時代のものは、土師器 ・須恵器・

製塩土器 ・瓦 ・土製品などであり 、奈

良時代後半から長岡京時代のもの とみ

られる。こ れらはN6トレ ンチの包含

層から出土したものがほ とんどである。

土師器には杯 ・皿・ 甕かあり 、須恵器

には杯 ・皿・ 甕 ・壺 ・鉄鉢 ・円面硯か

ある。土製品はSB12の柱穴出土の土

錘である。製塩士器 ・瓦 ・円面硯の出

土か注目される。

•-
製塩土器 瓦
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5 ま とめ

今回の調査は、これまで散布地としてのみ知られていた桑町遺跡 ・宮の下遺跡における初の

調査であり、水田地帯の調査例としては、田辺町においてもこれまでになかった広大な面積を

対称とした。

調杏の大まかな概要については、前述のとおりであるが、ニ ・三気付いたことなどを述べま

とめとし、来年度以降の調査に備えたい。

桑町遺跡 遺構の発見はなかったが、下層から木の株 ・倒木等か発見され、その年代を探

ることによりこの地域の環境復原等ができよう。

宮の下遺跡 予想を越える多くの遺構 ・遺物が発見された。弥生時代 ・奈良時代に分け検

討してみたい。

弥生時代 これまで平野部での調責例が少なかった南山城地域においての初の前期遺構が

発見された。前期後半に属すものであり、遺構の遺存度は必ずしも良好とはいえなかったが、

周辺の調壺が期待される。中期では、り様式の方形周溝墓 1基が発見された。通常群をなすも

のであり、集落の存在もあわせ、周辺からも発見されよう。また、これらから出土した土器は、

後期の土器をも含めて、様相か明確でない南山城の弥生土器の実態を明らかにする一例となろ

ヽ•

つ。

奈良時代 掘立柱建物 ・溝が検出されたが、これらは方向を北に合わせ、柱間も2.1 m• 

4.5mと1尺を30cmとした場合の整数倍になっている。これは、これらの遺構がかなり規格性

のあるものといえよう。また、普通集落からの出土例が少ない円面硯が出土している。以上か

ら考えた場合、この遺構は官術的色彩をもつものと理解され、とすれば周辺にさらに多くの建

物等が存在していた可能性は極めて高い。さて、この官術的施設であるが、遺構の検出された
えっつ

場所が「江津」と現在も呼はれている地域であるところから「津」の施設であるとみることは、

決して無謀な見方ではなく 、かなり可能性の高いものといえよう。
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